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空気調和・衛生工学会規格 SHASE-S206-
2019給排水衛生設備規準・同解説　技術要項・
同解説「衛生器具の設置個数の決定」について



設置器具数の算定手順
出典　空気調和・衛生工学会規格 SHASE-S 206-2019 給排水衛生設備規準・同解説（p.216, 要-解説図1・2）
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ピーク時にど
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トイレの設置面積（設置個数）は限られる

待ち時間により3つの
サービスレベルを設定

衛生器具の算定手順



SHASE-S206-2019技術要項・同解説 
「衛生器具の設置個数の決定」
利用形態 
任意利用形態（事務所、百貨店・量販店、寄宿舎、病院（病棟）等） 
集中利用形態（劇場、小・中・高校等） 
通過利用形態（駅など通りすがりでの利用）̶-取り扱っていない 

利用人員と男女の割合 
トイレが受け持つ利用人員：実在の人員が望ましい（定員、床面積、
利用者数等から）̶-建物にどれぐらいの人がいるか 
男女の割合：2009年版で事務所の例題における男女の割合を
80%:20%→50%:50%に変更（女性の社会進出等を考慮）
→50%:70%など重複設定可 

サービスレベル：待ち時間によりレベル1～3の3段階を設定 
器具利用に関わる2つの要素：大きいほど混雑 
到着率：どれぐらいの人がトイレに来るか 
占有時間（サービス時間）：どれぐらいの時間使うか



建物の特性区分及び任意利用形態又は集中利用形態の建物用途

出典　空気調和・衛生工学会規格 SHASE-S 206-2019 給排水衛生設備規準・同解説（p.214, 要-解説表1・1）

好きなときに使える

拘束時間があり休憩
時間などに集中的に
利用される

通過利用形の建物用途は器具数の決定法が規定されていない

器具数の決定法が規定
されている建物用途

一番混むときが重要

建物の特性による利用形態



多段階器具数算定法の概念
出典　空気調和・衛生工学会規格 SHASE-S 206-2019 給排水衛生設備規準・同解説（p.215, 要-解説図1・1）
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どれを採用するかは設計
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適正器具数の算定条件

出典　空気調和・衛生工学会規格 SHASE-S 206-2019 給排水衛生設備規準・同解説（p.214, 要-解説表1・1）

100人いるときに1分に0.6人利用＝3時間でほぼ全員利用
1日の排泄回数は7～8回（3時間に1回程度）

女子便器の利用時間は男子小便器の3倍
同じサービスレベルならば便器は3倍必要だが…

（）内の待ち時間は女子が長く設定されている 
（レベル3の許容待ち時間は占有時間と同じ）

建物の滞在時間が1.5時間だと考えると
到着率は事務所の1/2

90秒を超えて待つ確率が
0.01（1%）未満

任意利用形態（自由に利用できる）の算定条件



事務所の適正器具数
出典　空気調和・衛生工学会規格 SHASE-S 206-2019 給排水衛生設備規準・同解説（p.217, 要-図1・1）

男子小便器3

男子大便器4

女子便器5

利用人数200人・レベル3の場合、男子大便器＋男子小
便器＝4+3=7、女子便器5（男子の器具数が多くなる）

利用人員に対する適正器具数（任意利用形態である事務所の場合）



劇場の算定条件

出典　空気調和・衛生工学会規格 SHASE-S 206-2019 給排水衛生設備規準・同解説（pp.223-224, 要-表1・3）

百貨店・量販店より 10秒長い 同じ 15秒短い

占有時間に対してレ
ベル1は約0.5倍、
レベル2は1倍、レ
ベル3は2倍 

（女子の方が長い）

次のページの線図では客数（席
数）に対する器具利用者の割合
を男子大便器は0.05、その他
は0.30として席数を求めてい
る（1000席なら300人が利用

→3秒に1人が到着）

集中利用形態（拘束時間がある場合）である劇場の算定条件



劇場の適正器具数（男子洗面器は省略）
出典　空気調和・衛生工学会規格 SHASE-S 206-2019 給排水衛生設備規準・同解説（p.224, 要-図1・5）

15分で150人が利用15分で25人が利用

平均器具占有時間75秒

平均器具占有時間
30秒

平均器具占有時間
250秒

女子便器17個

席数500席・レベル2の場合、男子大便器＋男子小便器＝
7+9=16、女子便器17（女子が若干多いが最大待ち時間

は男子30秒、女子75秒の設定である）

利用人員（席数）に対する適正器具数（集中利用形態である劇場の場合）

15分で150人が利用

男子大便器7個

男子小便器9個



例題2（劇場の設置器具数）
出典　空気調和・衛生工学会規格 SHASE-S 206-2019 給排水衛生設備規準・同解説（p.226）

500席に対して各トイレ300席
分（計600席分）を受け持つ

男女の割合はそれぞれ100%
に設定することも可能

要-図1.5は客数に対する器具利用者の割合0.30

器具利用人員男子75人、女子105人
器具利用人員男子30人、女子42人

劇場の設置器具数の例題



例題2（劇場の設置器具数）
出典　空気調和・衛生工学会規格 SHASE-S 206-2019 給排水衛生設備規準・同解説（p.227）

男子150席、女子210席に対して15分間の
男子器具利用者 
女子器具利用者

45人
62人

30人
42人

75人
105人
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重要な事項であるが十分伝わっていない可能性がある

劇場の設置器具数の例題（続き）



トイレの待ち行列が生じる理由



学会調査当時（昭和50年代）からの公共トイレ
の変化

トイレの衛生性・快適性向上（→利用者増加、占有時間増加、多目的利用） 
便器の洋式化 
温水洗浄便座の普及 
洗浄・手洗いのセンサー・自動化 
便器の抗菌化 
床の湿式→乾式化 

待ち行列が並列待ち→一列待ち（→待ち時間の均等化） 
利用者の高齢化（→到着率増加、長時間化） 
バリアフリートイレの多目的化→機能分散化（→トイレスペース増大） 
オストメイト、子ども用、オールジェンダー、おむつ替え台、着替え台… 

便器の洗浄水量の節水化 
擬音装置の普及　など



トイレの待ち行列が生じる理由
設置個数に対して使用頻度（到着率）が大きい 
例えば商業施設の利用人員1000人に対する到着率0.3[人/min・
100人]（20秒に1人到着）が適当か？（場所により利用人員は大きく異
なる。通過利用も多い可能性がある。） 
技術要項で設置個数を提示している建物用途は限られている 
任意利用形態でも集中利用は起こる（事務所の昼休み前後など） 

占有時間の増加 
衛生性・快適性の向上 
高齢化（利用頻度の増加、動作時間の増加） 
多目的利用（プライバシー性の高い個室で便座がある環境） 

トイレスペースの制約で必要器具数が設置できない 
建築計画においてトイレは優先されない可能性が高い 
バリアフリートイレなどにも面積が必要となる 
男女でトイレの面積が同じなら女子の方が器具数は少なくなる



今後の課題



学会としての今後の取組

建物用途によらない汎用化（到着率＝到着時間間隔がベース） 
ピーク時の到着率を想定できれば適正器具数の算定は可能 
任意利用形態（待ち行列理論）と集中利用形態（シミュレーション）
の算定法をシミュレーション法に統一 
現行の建物用途でよく使われるものは生かす必要がある 
バリアフリートイレ、オールジェンダートイレへの応用が可能 
イベント、避難所など仮設トイレへの応用も可能 

算定条件の見直し 
一列待ちの条件で算定（現行は並列待ちの条件で算定） 
占有時間：最新の利用状況をふまえて伸ばすことを検討 
待ち時間（サービスレベル）：男女の条件を揃えることを検討 

利用人員や男女の割合の考え方など例題・解説の充実



スケジュール

特別委員会による「学会提言」（2026年夏公開を目標） 
女子トイレの待ち行列問題を始めとする問題に対応する衛生器具の設
置個数の決定法の見直し及び解説 
空気調和・衛生工学会便覧（第15版）への反映（2028年9月刊行目
標） 

特別委員会終了後、休止中の衛生器具の設置個数検討小委員会の活
動（2028年3月または2029年3月までに委員会報告書作成） 
学会提言で盛り込めなかった事項の検討 
基礎データの収集（実測、アンケートによる動向把握） 
次期SHASE-S206技術要項、便覧（第16版）への反映




